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第
四
条
第
三
項
中
「
十
四
日
」
を
「
三
十
日
」
に
改

め
る
。

第
九
条
の
二
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
四
条

第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
係
る
意
匠
」
の
下
に
「
又
は
自

己
の
登
録
意
匠
」
を
加
え
、「
本
意
匠
の
」
を
「
当
該
関

連
意
匠
の
」
に
、「
と
そ
の
関
連
意
匠
」
を
「
が
そ
の
本

意
匠
」
に
、「
と
が
同
日
」
を
「
以
後
で
あ
つ
て
、
第
二

十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
本
意
匠
の
意
匠
登
録

出
願
が
掲
載
さ
れ
た
意
匠
公
報
（
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
掲
載
さ

れ
た
も
の
を
除
く
。）の
発
行
の
日
前
」
に
、「
第
九
条
第

二
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
一

項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

本
意
匠
の
意
匠
権
に
つ
い
て
専
用
実
施
権
が
設
定

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
本
意
匠
に
係
る
関
連
意

匠
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
意

匠
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
同
時
に
」
の
下
に
「
、
又
は

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
年
分
の
登
録

料
の
納
付
と
同
時
に
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改

め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
十
五
年
」
を
「
二
十
年
」
に
改
め

る
。第

二
十
四
条
の
前
の
見
出
し
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲

等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

登
録
意
匠
と
そ
れ
以
外
の
意
匠
が
類
似
で
あ
る
か

否
か
の
判
断
は
、
需
要
者
の
視
覚
を
通
じ
て
起
こ
さ

せ
る
美
感
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
侵
害
と
み
な
す
行
為
）

第
三
十
八
条

次
に
掲
げ
る
行
為
は
、
当
該
意
匠
権
又

は
専
用
実
施
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
み
な
す
。

一

業
と
し
て
、
登
録
意
匠
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る

意
匠
に
係
る
物
品
の
製
造
に
の
み
用
い
る
物
の
生

産
、
譲
渡
等
（
譲
渡
及
び
貸
渡
し
を
い
い
、
そ
の

物
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
電
気
通

信
回
線
を
通
じ
た
提
供
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）若

し
く
は
輸
入
又
は
譲
渡
等
の
申
出
（
譲
渡
等
の
た

め
の
展
示
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
す
る
行
為

二

登
録
意
匠
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に
係
る

物
品
を
業
と
し
て
の
譲
渡
、
貸
渡
し
又
は
輸
出
の

た
め
に
所
持
す
る
行
為

第
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
十
五
年
」を「
第

二
十
年
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

当
該
登
録
意
匠
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に

係
る
物
品
を
譲
渡
、
貸
渡
し
又
は
輸
出
の
た
め
に

所
持
し
た
行
為

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」

の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

善
意
に
、
当
該
登
録
意
匠
又
は
こ
れ
に
類
似
す

る
意
匠
に
係
る
物
品
を
譲
渡
、
貸
渡
し
又
は
輸
出

の
た
め
に
所
持
し
た
行
為

第
六
十
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出

し
と
し
て「（
侵
害
の
罪
）」を
付
し
、
同
条
中
「
侵
害
し

た
者
」
の
下
に「（
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
意
匠
権

又
は
専
用
実
施
権
を
侵
害
す
る
行
為
と
み
な
さ
れ
る
行

為
を
行
つ
た
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
三
年
」
を
「
十

年
」
に
、「
又
は
三
百
万
円
」
を
「
若
し
く
は
千
万
円
」

に
、「
処
す
る
」
を
「
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
二

第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
意
匠

権
又
は
専
用
実
施
権
を
侵
害
す
る
行
為
と
み
な
さ
れ

る
行
為
を
行
つ
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併

科
す
る
。

第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。一

第
六
十
九
条
、
第
六
十
九
条
の
二
又
は
前
条
第

一
項

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑

第
七
十
四
条
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を

第
二
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
十
九
条
、
第
六
十
九

条
の
二
又
は
前
条
第
一
項
の
違
反
行
為
に
つ
き
法
人

又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お
け
る
時
効
の

期
間
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の

期
間
に
よ
る
。

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
許
法（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
提
供
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）」
の
下
に
「
、
輸
出
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

「
、
譲
渡
等
」
の
下
に
「
、
輸
出
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
二
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
第
一
項
第
三

号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、「
掲
げ

る
場
合
」
の
下
に「（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
拒
絶
理
由
通
知
と
併
せ
て
第
五
十
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
限
る
。）」を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
特
許
請
求
の
範
囲
に
つ
い
て

補
正
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
補
正
前
に
受
け
た
拒
絶

理
由
通
知
に
お
い
て
特
許
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
が
示
さ
れ
た
発
明

と
、
そ
の
補
正
後
の
特
許
請
求
の
範
囲
に
記
載
さ
れ

る
事
項
に
よ
り
特
定
さ
れ
る
発
明
と
が
、
第
三
十
七

条
の
発
明
の
単
一
性
の
要
件
を
満
た
す
一
群
の
発
明

に
該
当
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
七
条
の
三
中
「
最
先
の
日
。」の
下
に
「
第
三
十

六
条
の
二
第
二
項
本
文
及
び
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
二
月
」
を
「
一
年
二

月
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
外
国
語
書
面
出
願
が
第
四
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
の
分
割
に
係
る
新

た
な
特
許
出
願
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
出
願
の
変
更
に
係
る
特
許
出
願

又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
用

新
案
登
録
に
基
づ
く
特
許
出
願
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
本
文
の
期
間
の
経
過
後
で
あ
つ
て
も
、
そ
の

特
許
出
願
の
分
割
、
出
願
の
変
更
又
は
実
用
新
案
登

録
に
基
づ
く
特
許
出
願
の
日
か
ら
二
月
以
内
に
限

り
、
外
国
語
書
面
及
び
外
国
語
要
約
書
面
の
日
本
語

に
よ
る
翻
訳
文
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
一
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
二
第
五
項
」

を
「
第
十
七
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中「
願
書
に
添
付
し
た
明
細
書
、

特
許
請
求
の
範
囲
又
は
図
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
内
」
を
「
次
に
掲
げ
る
場
合
」
に
改

め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

願
書
に
添
付
し
た
明
細
書
、
特
許
請
求
の
範
囲

又
は
図
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
内
に
す
る
と
き
。

二

特
許
を
す
べ
き
旨
の
査
定
（
第
百
六
十
三
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
一
条
の
規
定
に

よ
る
特
許
を
す
べ
き
旨
の
査
定
及
び
第
百
六
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
に
付
さ
れ
た
特
許
出
願

に
つ
い
て
の
特
許
を
す
べ
き
旨
の
査
定
を
除
く
。）

の
謄
本
の
送
達
が
あ
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

す
る
と
き
。

三

拒
絶
を
す
べ
き
旨
の
最
初
の
査
定
の
謄
本
の
送

達
が
あ
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
す
る
と
き
。

意
匠
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
十
八
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
五
十
五
号

意
匠
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
意
匠
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

意
匠
法（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を「（
定
義
等
）」に
改
め
、
同
条
第

二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
に
お
い
て
、
物
品
の
部
分
の
形
状
、
模
様
若

し
く
は
色
彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
に
は
、
物
品
の
操

作
（
当
該
物
品
が
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
状
態
に

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
さ

れ
る
画
像
で
あ
つ
て
、
当
該
物
品
又
は
こ
れ
と
一
体

と
し
て
用
い
ら
れ
る
物
品
に
表
示
さ
れ
る
も
の
が
含

ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
貸
し
渡
し
」
の
下
に
「
、
輸
出

し
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
で
「
登
録
意
匠
」
と
は
、
意
匠
登
録
を

受
け
て
い
る
意
匠
を
い
う
。

第
三
条
の
二
中
「
も
の
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
先
の
意
匠
登
録
出
願
」
と
い
う
。）」を
加
え
、

同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
意
匠
登
録
出
願
の
出
願
人
と
先
の

意
匠
登
録
出
願
の
出
願
人
と
が
同
一
の
者
で
あ
つ

て
、
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
先
の
意
匠
登

録
出
願
が
掲
載
さ
れ
た
意
匠
公
報
（
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が

掲
載
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）の
発
行
の
日
前
に
当
該

意
匠
登
録
出
願
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

™˜


		2006-06-06T11:04:05+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




